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研究成果の概要（和文）： 
諸文化は、研究者自身が自文化に属するかぎり、外部から「客観的に」捉えられない。だが、

自文化自体が純粋でなく異文化とのハイブリッドであり、両者の「間」が問題になる。この「間」

で自文化が異文化に開き／閉じることで、「間」自体が脈動・開閉する。この運動を、新世代の

研究者の拠点を形成しつつ、「言語」「離合（遭遇）」「共存」「精神」「時間」の５側面から現象

学的に問い、文化が間文化的に「文化する」条件を解明した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Cultures cannot be “objectively” conceived from “outside”, precisely because the 
researcher himself belongs to a specific culture of his own. However, one’s “own 
culture” is itself never pure, but a hybrid. Thus, what is “between” one’s own 
culture and foreign cultures becomes the central problem. In this “between-ness”, 
a culture opens/closes itself to foreign cultures; therefore, the “between” itself 
pulsates. This project provided a hub where younger researchers could work, and 
phenomenological investigations into the pulsating movement of interculturality were 
conducted from the five perspectives of “language”, “encounter”, “coexistence”, 
“spirit”, and “time”, thereby clarifying some important conditions for the 
intercultural “culturing” of cultures. 
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１．研究開始当初の背景 
 (1)本研究のメンバーの一部は、それまで
「暴力」の研究を行ってきた。その展開のな
かで個人と個人の問題を越えて、文化と文化

の関係（間文化性）の問題が浮上してきた。
間文化性は、同質的な類であるよりも、差異
を生み出しつつ互いに関係しあう人間の基
本にあると考えられた。 
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(2)文化は、物理現象でも生物学的現象で
もなく、人間の意味的現象である。人間はそ
れぞれ文化に属し、文化に強く影響を受けな
がら、文化を形成している。こうした、意味
的現象を意味形成運動の内部から問うため
に、現象学が必要とされた。 
(3)しかし、そのためには、現象学そのも

のの変革が必要になった。そこで新たな現象
学としての間文化現象学の樹立・確立がめざ
された。 

 
２．研究の目的 
 (1)ある文化が異文化と遭遇するときに生
じる諸現象を、研究者自身の文化内属性を視
野に入れつつ、「意味」的に解明する。 
(2)そのための方法として、間文化現象学

という新たな方法を樹立する。これは、自文
化や異文化をそれぞれ観察するのではく、む
しろ、「間」という場から自文化と異文化を
捉えるために現象学を変革することを意味
する。 
(3)研究の遂行・継続・新展開のために新

世代の研究者の拠点を形成する。間世代性は、
間文化性の基本構造であり、研究者自身がそ
こに内属しつつ、新たな間世代性を形成する。 

 
３．研究の方法 
 (1)５つの重点研究領域を設定する。 
(2)重点研究領域に対応して、異文化に属

する先端的研究者との共同作業（シンポジウ
ム、ワークショップ、講演会、セミナーなど）
をつうじて、間文化的現象に光を当てる。 
(3)その上で、これらの研究の総合をはか

る。 
(4)研究の遂行・継続・新展開のために新

世代研究者の拠点を形成する。拠点は、交流
の場を形成するとともに、継続的な研究会活
動を遂行する。 
 

４．研究成果 
 ５つの重点研究領域にもとづき、５回の中
心的な国際シンポジウム（ただし第３回と第
４回は震災の影響により合同）を開催した。
これ以外に――間文化現象学研究センター
と連携・協力したものも含めて記す――個別
のシンポジウム（２回）、講演会（１１回）、
ワークショップ（４回）、セミナー（１回）、
討論会（１回）などを開催した。研究は、こ
れらを軸にして展開された。以下、それぞれ
の重点研究領域に関して例示的に記す。 
 (1)「言語」については、たとえば翻訳は、
原文の外国語への単純な置き換えによる伝
達でなく、むしろ間文化的な意味の生成であ
ることが示された。 
 (2)「遭遇」については、たとえば、ヨー
ロッパ中心主義（これはヨーロッパだけの事
柄ではなく、「自文化」のもつ構造的問題で

ある）による異文化の捉え方が分析された。
さらにまた、（ひとつの国内における）異文
化との遭遇が事実上の内戦につながった事
例が、当事国の研究者によって現象学的に分
析された。 
 (3)「共存」については、ひとつの文化的
共同体そのものに含まれる排除／融合と文
化形成、そして、それが他の共同体と関係す
るときに複雑化する諸問題が明らかにされ
た。 
 (4)「精神」については、ある文化内の問
題だけでなく、間文化性を背景にした精神医
学的な諸問題が示された。 
 (5)「時間」については、たとえば移民と
その出身文化の歴史的時間の差異の発生構
造などが分析された。 
 (6)これらの５つの重点研究領域の研究視
角から、自文化と異文化の「間」の動態構造
――これは外部観察的な視点からでは解明
されない――が明らかにされた。以下に成果
を、全体にかなりの程度まで共通する内容を
中心にして、概括する。 
異文化は、自文化にとって単純な「外部」
であるのではなく、さりとて単純な「内部」
に吸収されるわけでもなく、むしろ、「間」
においてこそ、自文化と「対」となって、そ
のつどのそれとして「現れる」（現象する）
のであり、この現れ・現象の如何が、自文化
――これ自体も異文化に対するものとして
現れる――の（時に暴力的な、時に形成的な）
関係性を生み出すことになる。こうした「間」
を無視した「文化」はありえない。「文化」
は「間」の「現象」であり、その意味で、そ
れ自体として、間文化的な現象である。これ
まで「文化」という言葉（今では culture の
訳語と化しているが）は多様に使われ、多様
に称揚・批判されてきたが、今回の研究のな
かで上記のような動態構造が示されてきた。
そこで、この言葉を動詞として使うこともで
きるだろう。すなわち、文化は、名詞的に存
在しているのではなく、むしろ、「間」で「文
化する」。 
われわれの現象学的な研究そのものも、こ
の間文化的な動態構造に対して、外挿的な関
係を取ることはできず、むしろ、それにあら
かじめ組み込まれており、それに「応答する」
という仕方で展開する。 
このような視座、そしてこのように析出さ
れ洗練されてきた「間」、「応答する」、「文化
する」などの諸概念は、研究展開の成果であ
るとともに、今後の研究のためのいわば発見
的な機能をもつことにもなるだろう。これま
での成果とこれからの発見は不可分である。
このことは、多くの研究についても言えるが、
しかし、とりわけ間文化性を内側から研究す
る間文化現象学にとっては重要である。 
(7)上記は概括であるが、詳細な成果のか



なりの部分はすでにさまざまな形で刊行さ
れており、なかでも『現代思想』（青土社）
で組まれた間文化現象学の特集（平成 22 年：
2010 年）は、読者に少なくとも一定のインパ
クトを与えたと思われる。 
また、初年度から三年間の成果については

報告書が作成された。その他の研究展開、そ
して、総合的な成果については、今後さらに
活字化される。 
 (8)研究成果は、メンバーが国内・国外の
学会で発表するという形でも発信された。そ
のうちひとつは、日本現象学・社会科学会で
のワークショップという形をとった。本プロ
ジェクトはこうした発信に寄与した。 
(9)立命館大学に「間文化現象学研究セン

ター」が設立された（平成 21 年：2009 年）。
これを拠点として、海外の研究センターとの
研究の連携が行われた。とりわけ香港、プラ
ハ、コペンハーゲンとは関係がより緊密にな
り、さらに、高雄（台湾）やウィーンやブル
ゴーニュをはじめとして新たな連携関係が
確立された。 
 さらに、この拠点に海外の数人の若手研究
者を受け入れることもできた。これは直接的
な成果ではないが、しかし、将来の研究展開
に資するだろう。 
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